
のスピーカーが参加し、それぞれ意見を求められた。

こちらからは、日本のポジティブリストの概要につい

て厚生労働省がウェブ上に公開している資料を渡し、

暫定基準についてはポジティブリスト施行後５年をめ

どに見直しされることになっていることを告げた。

National Pork BoardのDr. Liz Wagstromからは、香港

が食品の輸入国であることから、医薬品の残留基準を

設定する際には輸出国の業界関係者等関係機関との情

報交換を十分行っていただきたいとの意見が出ており、

またDr. Dieter Arnoldからは、世界各国で食習慣が違

うことを十分考慮にいれること、MRL設定に当たって

はマーカー物質の残留データを対にして検討を行うこ

ととの提言が出ていた。その他香港関係者からも行政

区内の他の規制についての報告と合わせて活発な意見

交換があった。

３. 政府化学研究所見学
最終日、香港政府職員の提案により、香港特別行政

区内の食品中の化学物質の残留を検査している政府化

学研究所を見学させてもらった。研究所の紹介DVDを

見せていただいた。本研究所についてはウェブサイト

があるので、組織や業務内容の詳細についてはそちら

を参照されたい（http://www.govtlab.gov.hk/）。

本研究所では、食品に限らず、医薬品、化粧品、衣

料品や各種工業製品、環境中の化学物質や法医学的に

分析の必要な化学物質についてもその分析を行ってい

るとのことで、全体では約400人、そのうち食品安全性

関係の部署では80人以上の職員が従事しているとのこ

とであった。動物用医薬品に関しては約17人が業務に

あたっているとのことである。

ラボとしてはISO17025（校正機関や試験所が特定の

校正や試験を実施する能力があることを権威ある機関

が認定する制度）及びISO14001（環境マネジメントシ

ステムの国際規格）の承認を取っており、またCITAC

（ Co-operation on International Traceability in

Analytical Chemistry）「分析化学における国際トレー

サビリティ協力機構」の認証を得ている。研究及び調

査結果については各種発表の場で発表を行っており、

また、アジア地域の研修生を受け入れて化学分析に関

するトレーニングを実施しているとのことであった。

生物学的製剤に関しては、Department of Healthの管

轄であるが、そのうちの化学成分に関しては本研究所

に送ってもらって調査しているとのことであった。

４. 所感
香港政府関係者からは非常な歓迎を受け、また予定

になかった研究所の見学をさせていただくことも出来

た。諸外国の関係者と積極的につながりを作ろうとす

る姿勢に感銘を受けた。香港には獣医学校がなく、香

港で働く獣医師はすべて外国で獣医師の教育を受けて

認定されているとのことで、現在香港政府では必要な

獣医師の数が大幅に足りない。多くのものを輸入に頼

っている状況にあっては、諸外国との良好な関係構築

のために努力するのは香港の人たちにとって当然のこ

となのかもしれないと感じた。振り返って日本ではど

うだろうか。暖かいもてなしに感謝すると共に、今後

の両政府のより良い関係の構築を祈念したい。
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ワーキンググループ会議の様子

Global Animal Health Conferenceに参加して

審査調整課長　嶋崎智章

平成19年11月15、16日の２日間、ヨーロッパ医薬品

審査庁（The European Medicines Agency、EMEA）に

おいて開催されたGlobal Animal Health Conferenceに

演者として参加したので、その概要を報告する。

１．本会議の目的
本会議は、EMEA、医薬品情報協会及び世界動物薬

連盟(IFAH)が共催した動物用医薬品に関する世界会議

で、欧米を中心に各国の規制当局、業界関係、国際機

関及び学界の専門家が120名以上集まった会議である。

その目的は、この分野での業界、学界及び行政の垣

根を払い、相互の対話を促進することで動物用医薬

品の研究開発の環境を改善し、新しい獣医療の調査

研究とマーケティングへのプロセスを加速化すると

いった意識の向上を図ることである。参加者の多く

は欧米からであったが、インドやケニアからの参加

者も見受けられた。

２．会議の概要
２日間にわたる本会議は、４つのセッションで構成


